
労働福祉団体と西日本豪雨災害救援カンパ活動を実施

働き方改革・
最低賃金改定の周知
働き方改革・
最低賃金改定の周知

JR徳島駅前で災害救援カンパを呼び掛ける

HUG（避難所運営ゲーム）体験

避難所運営での心構え学習様子

連合徳島をはじめ、労働福祉５団体救援カンパ活動

県民にアピールする弁士ら

全国労働安全センター連絡協議会
古谷事務局長が講演

各団体から３２人が参加

「
労
働
安
全
衛
生
を
め
ぐ
る
世
界
の
状
況
」

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
合
同
学
習

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労
働
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）を
学
習

第
４
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
養
成
講
座

10月16日（火）  ディーセントワーク行動デー
　　　　　　　　　　　　　　　（JR徳島駅前）
10月17日（水）  18期ボランティア・サポートチーム
　　　　　　　　養成講座（労働福祉会館502号室）
10月21日（日）  連合徳島・3地協合同秋の大運動会
　　　　　　　　（徳島市民吉野川運動広場多目的広場Ａ）

◎

◎

◎

　
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
徳
島
駅
前
行
動
を
２
０
１

８
年
９
月 

19
日
に
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅

前
で
開
催
し
、
働
き
方
改
革
・

最
低
賃
金
・
西
日
本
豪
雨
災
害

救
援
カ
ン
パ
な
ど
を
テ
ー
マ
に

連
合
徳
島
各
構
成
組
織
を
は
じ

め
労
働
福
祉
６
団
体
か
ら
42
人

が
参
加
し
、
街
頭
宣
伝
・
最
低

賃
金
の
ビ
ラ
配
布
・
カ
ン
パ
活

動
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
島
事
務
局

長
か
ら
、
西
日
本
豪
雨
災
害
被

災
地
支
援
カ
ン
パ
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
あ
と
、「
人
事
院
は

８
月
10
日
、
政
府
と
国
会
に
対

し
て
、
２
０
１
８
年
度
の
国
家

公
務
員
の
月
例
給
を
６
５
５
円

（
０
．16
％
）引
き
上
げ
、一
時
金

の
支
給
月
数
を
０
．05
カ
月
増

と
す
る
勧
告
を
行
っ
た
。こ
れ

は
、
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争

に
お
け
る
民
間
の
妥
結
状
況
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
月
例

給
お
よ
び
一
時
金
の
い
ず
れ
も

５
年
連
続
の
改
善
と
な
っ
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
。社
会
全
体

に
賃
上
げ
を
波
及
さ
せ
る
べ

く
、
政
府
と
国
会
は
勧
告
ど
お

り
早
期
の
給
与
改
定
を
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。ま
た
、大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
過
労
死

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年
４

月
１
日
か
ら
、
罰
則
付
き
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
労
働

時
間
の
客
観
的
な
把
握
等
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。過

労
死
ゼ
ロ
に
向
け
て
、『
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
』
に
基
づ

き
策
定
さ
れ
た
『
過
労
死
等
の

防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る

大
綱
』が
見
直
さ
れ
、
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
企

業
割
合
を
２
０
２
０
年
ま
で
に

10
％
以
上
と
す
る
な
ど
の
数
値

目
標
が
盛
り
込
ま
れ
る
」
と
述

べ
た
。

　

続
い
て
、
民
間
大
手
部
会
新

居
部
会
長
、
徳
島
県
中
小
労
働

対
策
本
部
原
田
議
長
、（
公
財
）

徳
島
県
勤
労
者
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
杉
本
専
務
理
事
、
国
民
民

主
民
党
徳
島
県
総
支
部
連
合
会

庄
野
代
表
か
ら
、
徳
島
県
の
地

域
別
最
低
賃
金
、
働
く
者
の
た

め
の
働
き
方
改
革
、
労
働
福
祉

団
体
の
事
業
説
明
と
取
り
組

み
、
県
政
の
取
り
組
み
と
国
民

民
主
党
の
政
策
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
カ
ン
パ
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

　

こ
の
日
に
寄
せ
ら
れ
た
救
援

カ
ン
パ
金
は
、１
４
，５
４
６
円

と
な
り
、
８
月
21
日
の
第
１
回

の
カ
ン
パ
活
動
で
は
１
５
，７

２
７
円
、
８
月
25
日
の
第
２
回

目
の
カ
ン
パ
活
動
で
の
１
３
，

３
４
６
円
が
集
ま
り
、
あ
わ
せ

て
４
３
，６
１
９
円
が
集
め
ら

れ
た
。こ
れ
ら
の
カ
ン
パ
金
は

連
合
本
部
に
一
括
集
約
さ
れ
、

被
災
地
で
あ
る
岡
山
県
・
広
島

県
・
愛
媛
県
各
県
知
事
お
よ
び

連
合
が
行
う
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
費
用
に
充
当
さ
れ
る
。

　

２
０
１
８
年
９
月
７
日
に
徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
号

室
に
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労

働
安
全
セ
ン
タ
ー
と
徳
島
県
中

小
労
働
対
策
本
部
の
「
２
０
１

８
秋
季
合
同
学
習
会
」
が
開
催

さ
れ
、
各
構
成
組
織
・
団
体
か

ら
32
名
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
島
労

働
安
全
セ
ン
タ
ー
新
居
理
事
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
全
国
労
働

安
全
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
古

谷
事
務
局
長
よ
り
、「
労
働
安
全

衛
生
を
め
ぐ
る
世
界
の
状
況
」

と
題
し
て
講
演
。

　

講
演
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
欧

州
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
等
の
労

働
組
合
が
主
体
と
な
っ
た
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
の
取
り
組
み

を
説
明
。ま
た
、イ
ン
ド
・
ポ
パ

ー
ル
災
害
（
農
薬
工
場
Ｍ
Ｉ
Ｃ

ガ
ス
漏
洩
）
や
各
国
の
災
害
事

故
、職
業
病
、被
災
者
へ
の
損
害

賠
償
事
例
な
ど
を
紹
介
。そ
の

他
、
世
界
の
ア
ス
ベ
ス
ト
生
産

と
消
費
状
況
、
日
本
の
石
綿
対

策
全
国
連
絡
会
議
（
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｊ

Ａ
Ｎ
）が
発
足
以
来
、ア
ジ
ア
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
促
進

し
、労
災
被
害
者
と
そ
の
家
族
、

労
働
者（
職
場
）、市
民（
地
域
社

会
）
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
及

び
よ
り
よ
い
労
働
安
全
衛
生
環

境
づ
く
り
が
実
現
さ
れ
た
こ
と

を
取
り
上
げ
た
。ま
と
め
に
、

「
労
働
組
合
運
動
の
一
環
と
し

て
、
安
全
・
衛
生
・
持
続
的
な

職
場
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
使
用
者
側
の
義
務
や
責
任

だ
け
で
は
な
く
、
労
働
者
側
に

も
知
る
権
利
・
緊
急
避
難
す
る

権
利
・
参
加
す
る
権
利
が
大
切

で
あ
る
」と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
徳
島
県
中
小
労
働

対
策
本
部
原
田
議
長
は
、「
本
講

演
で
学
ん
だ
事
を
受
け
と
め
、

労
働
安
全
衛
生
の
知
識
を
職
場

で
積
極
的
に
活
用
し
、
安
全
で

安
心
で
き
る
職
場
の
構
築
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

閉
会
し
た
。

　

連
合
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）養

成
講
座
の
第
４
回
・ 

避
難
所

運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）講
座
を

２
０
１
８
年
９
月
29
日
に
、
北

島
町
に
あ
る
徳
島
県
防
災
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
、
構
成
組
織

等
か
ら
20
名
が
参
加
し
て
避
難

所
運
営
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
お
こ
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
徳
島
県
防
災
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
の
田
中
課
長
補
佐

よ
り
、
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

徳
島
県
内
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
で
の
津
波
被
害
予
測
、
熊

本
地
震
で
の
避
難
所
運
営
事
例
、

避
難
所
開
設
重
要
点
が
説
明
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
①
グ
ル
ー
プ

内
で
総
務
・
避
難
者
管
理
・
情

報
・
食
料
物
資
等
の
担
当
者
を

決
め
る
②
静
岡
県
危
機
管
理
部

が
考
案
し
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
を
使
い
カ

ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
家
族
構

成
・
配
慮
情
報
を
総
務
担
当
者

が
読
み
取
り
、
情
報
を
全
員
が

把
握
し
て
、
避
難
所
で
あ
る
学

校
の
敷
地
・
教
室
の
見
取
り
図

に
避
難
者
を
誘
導
（
カ
ー
ド
を

配
置
）し
て
い
く
③
カ
ー
ド
の

中
に
は
、
仮
設
ト
イ
レ
や
水
、

食
料
等
の
避
難
物
資
が
輸
送
の

情
報
記
載
も
あ
り
、
何
処
へ
設

置
し
保
管
す
る
の
か
を
相
談
し

て
決
定
し
て
い
く
④
難
し
い
も

の
に
は
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
、

病
状
、
動
物
持
ち
込
み
等
の
避

難
者
情
報
は
計
画
的
か
つ
配
慮

が
必
要
と
い
う
手
順
で
学
ん
だ
。

　

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
言

え
、
実
際
の
避
難
所
現
場
で
は

時
間
を
問
わ
ず
、ま
た
、大
勢
の

避
難
者
が
訪
れ
る
の
で
時
間
を

か
け
る
事
は
で
き
な
い
た
め
、

こ
の
避
難
所
運
営
の
シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
り
、
今

後
も
Ｈ
Ｕ
Ｇ
講
座
を
取
り
入
れ

て
一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
に

経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

た
。
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各構成組織から４２人が参加

職
場
の
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

テ
ー
マ
に
学
習

　

連
合
徳
島
女
性
委
員
会
・
青

年
委
員
会
合
同
学
習
会
を
女
性

就
業
支
援
全
国
展
開
事
業
の
協

力
を
得
て
２
０
１
８
年
９
月
22

日
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
号
室

で
開
催
し
、
各
構
成
組
織
か
ら

42
人
が
参
加
し
た
。学
習
会
は
、

臨
床
心
理
士
・
メ
ン
タ
ル
サ

ポ
ー
ト　

ア
レ
ー
ズ
代
表
、
伊

藤
厚
子
氏
を
講
師
に
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
受
け
た
。講

演
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
人
口

減
少
社
会
へ
の
移
行
を
考
え
る

と
、多
様
な
人
材
が
、家
庭
・
職

場
・
地
域
社
会
等
の
様
々
な
ス

テ
ー
ジ
で
、
そ
の
持
て
る
意

欲
・
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
環
境
整
備
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
」と
し
た
上
で
、そ

の
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て

い
る
の
が
、各
種
の「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」で
あ
り
、今
回
は
職
場
に

お
け
る
「
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ

ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
」
に
主
眼
を
置

い
た
内
容
で
あ
っ
た
。職
場
等

の
相
談
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
る
も

の
で
、
最
も
多
い
テ
ー
マ
は

「
パ
ワ
ハ
ラ
」で
あ
り
、
そ
の
相

談
件
数
も
右
肩
上
が
り
で
あ

る
。パ
ワ
ハ
ラ
に
よ
る
悪
影
響

は
、
従
業
員
の
心
身
へ
の
長
期

に
わ
た
る
ダ
メ
ー
ジ
、
職
場
環

境
の
悪
化
を
招
き
、
モ
ラ
ル
ハ

ザ
ー
ド
か
ら
生
産
性
低
下
・
業

績
悪
化
・
人
材
流
出
の
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
を
招
き
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
上
の
問
題
か
ら
会
社

等
の
存
続
の
危
機
に
つ
な
が

る
、
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
パ
ワ
ハ
ラ
の
「
概
念
」
や

「
行
為
類
型
」の
基
本
的
な
事
項

を
確
認
し
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
見

た
り
、
裁
判
と

な
っ
た
事
例
の

概
要
を
聞
い
た

り
し
な
が
ら
、

「
パ
ワ
ハ
ラ
と
な

る
指
導
・
な
ら

な
い
指
導
」の
ポ

イ
ン
ト
を
確
認

し
、「
パ
ワ
ハ
ラ

の
起
き
る
原

因
」、
そ
の
「
予

防
・
対
応
策
」の

確
認
、
そ
し
て

「
今
後
の
課
題
の

確
認
」に
つ
い
て

学
習
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

今年も
変わります！
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